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女性の政治参加を求める動きは明治

時代からはじまり、多くの人たちに

よって政治的諸権利の獲得運動が続け

られました。人物編では主に戦後活躍

した女性政治家 10 名にスポットライト

を当てた展示をしています（期間中に

一部展示替え予定）。 

展示資料には、参議院議員奥むめお

のインパクトのある選挙グッズをはじ

め、女性初の政党党首となった土井た

か子や女性初の内閣官房長官に就任し

た森山眞弓に関連する資料を紹介して

います。また、第 22 回衆議院議員総選

挙で選ばれた 39 人の女性議員一覧も好

評をいただいています。 

本企画展に関連し、学芸員による

ギャラリートークの開催を予定してい

ます。詳細は憲政記念館ホームページ

及び衆議院事務局公式Ｘで６月下旬に

ご案内予定です。 

皆様のご来館を心よりお待ちしてお

ります。 

  

土井たか子衆議院議長 
カストロ議長とともに 

 

永年表彰を受けた戸叶里子 

企画展示のご案内 

2026年(令和８)は、1946年(昭和 21)４月に女性が初めて選挙権・被選挙権を

行使して 80年に当たります。今期は「女性と議会政治のあゆみ」と題して、 

令和８年１月６日～令和８年８月 27日まで２期に分けて開催しています。 

官房長官席の森山眞弓 
（一般社団法人日本カメラ財団提供）
白山眞理子氏所蔵） 

総理の指名を受ける高市早苗議員 
（首相官邸提供） 
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憲政記念館では、議会政治に貢献の

あった議員の遺品や肖像画、その時々

の政治状況を描いた絵画など、議会政

治に関わる様々な資料を収集し保管し

ています。その中には、永年在職議員

表彰を受けられた場合や議長・副議長

に就任された場合に揮毫いただいた色

紙があります。 

揮毫される題材は様々ですが、その

中から、国家・社会的倫理に関する教

訓、処世のための道理、政治論などを

学ぶために現在でも読まれている中国

古典の『論語』を題材とした色紙を紹

介します。 

 

 

田中伊三次（たなか・いさじ）元衆

議院副議長の色紙です。  

 

田中元副議長は、

兵庫県出身で、京都

市議、府議を経て

1942 年（昭和 17）旧

京都１区から衆議院

議員に当選します。

戦後公職追放に遭う

も、 1949 年（昭和

24）に衆議院議員に

復帰、通算 15 期を務

めました。 1966 年

（昭和 41）第２次佐藤榮作内閣で法務

大臣に就任し、1972 年（昭和 47）第２

次田中角栄内閣でも法務大臣を務めま

した。1976 年（昭和 51）にはロッキー

ド問題調査特別委員長となり、事件へ

の関与の疑いが強い灰色高官名を公表

し、一貫して政治倫理の確立を訴えま

した。 

1963 年（昭和 38）、船田中衆議院議

長の下、副議長に就任し、約２年間務

め、1969 年（昭和 44）、永年在職議員

表彰を受けています。1983 年（昭和 58）

に政界を引退しました。 

 

 

次は、星島二郎（ほししま・にろう）

元衆議院議長の色紙です。 

 

星島元議長は、

岡 山 県 出 身 で 、

1920 年（大正９）

から衆議院に連続

17 回当選し、戦前

は普通選挙運動、

女性参政権運動に

熱心に取り組み、

戦時中も治安維持

法反対運動で活躍

し、議会政治擁護の

立場を変えませんでした。戦後は日本

自由党結成に参加し、第１次吉田茂内

閣で商工大臣に就任しました。1951 年

（昭和 26）には、サンフランシスコ講

和会議全権委員として、対日平和条約

に調印した人物です。 

1945 年（昭和 20）に永年在職議員表

彰を受け、1958 年（昭和 33）衆議院議

長に就任しました。1966 年（昭和 41）

田中伊三次 
第 44 代衆議院副議長 

 

憲政記念館所蔵資料のご紹介  ～議員色紙～ 

 

星島二郎 
第 47 代衆議院議長 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%88%B9%E7%94%B0%E4%B8%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A1%86%E8%AD%B0%E9%99%A2%E8%AD%B0%E9%95%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A1%86%E8%AD%B0%E9%99%A2%E8%AD%B0%E9%95%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%9B%BD%E3%81%A8%E3%81%AE%E5%B9%B3%E5%92%8C%E6%9D%A1%E7%B4%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%9B%BD%E3%81%A8%E3%81%AE%E5%B9%B3%E5%92%8C%E6%9D%A1%E7%B4%84
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に政界を引退しましたが、議員在職は

46年に及びました。 

 

次に、安井謙（やすい・けん）元参

議院議長の色紙です。 

 

安井元参議院議長

は、岡山県出身で、

戦後、初代東京都知

事となった実兄の下

で知事秘書役を務

め、参議院東京選挙

区から 1950年（昭和

25）に当選以来、参

議院に連続６期当選

しました。 1960 年

（昭和 35）第２次池

田勇人内閣で自治大臣兼国家公安委員

会委員長に就任し、1965 年（昭和 40）

第１次佐藤榮作第１次改造内閣で総理

府総務長官に就任しました。1968 年

（昭和 43）から 1971 年（昭和 46）ま

で参議院副議長を務めたのち、1977 年

（昭和 52）から 1980 年（昭和 55）ま

で参議院議長を務めました。 

また、日仏、日韓など外国議会との

友好議員連盟の会長も務めました。 

 

「和而不流」（和して流せず）の出典

は、四書五経の『中庸』（孔子の教えで

ある論語を体系的にした書の一経）に

あり、「まわりの人と和み、協調しなが

らも、自分の信念を持ち、他人の意見

に流されないこと」を意味するもので

す。 

「和而不同」（和して同せず）の出典

は、四書五経の『論語』子路篇にあり、

「人と協力はしても、むやみやたらに

意見や態度を同じにしないこと。徳が

ある者は協力はするが同調はしない、

徳がない者は協力はしないが同調する」

という意味です。 

「和而不流」と「和而不同」のどち

らも、まわりの人との「和」を重んじ

ながらも多数意見に容易に流されず自

分の信念に基づいて判断しなければな

らないとされており、これらの精神は、

まさに健全な議会制民主主義を支える

重要な理念と言えるでしょう。 

 

当館は、今回の企画展示でご紹介し

た女性議員の色紙も所蔵しています。 

 

 

これらの色紙をどのような想いで揮

毫されたのか想像してみると面白いか

もしれません。 

 
（主な参考文献等） 

『筑摩世界文学大系５「論語 孟子 大学 中庸」』

1972 年 筑摩書房／大河内一男他編『世界の名

著３「孔子 孟子」』1966 年 中央公論社

安井謙 
第 13 代参議院議長 

 
戸叶里子「意志あるところ必ず道あり」 

園田天光光 「感謝」 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC2%E6%AC%A1%E6%B1%A0%E7%94%B0%E5%86%85%E9%96%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC2%E6%AC%A1%E6%B1%A0%E7%94%B0%E5%86%85%E9%96%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%87%AA%E6%B2%BB%E5%A4%A7%E8%87%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E5%AE%B6%E5%85%AC%E5%AE%89%E5%A7%94%E5%93%A1%E4%BC%9A%E5%A7%94%E5%93%A1%E9%95%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E5%AE%B6%E5%85%AC%E5%AE%89%E5%A7%94%E5%93%A1%E4%BC%9A%E5%A7%94%E5%93%A1%E9%95%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B7%8F%E7%90%86%E5%BA%9C%E7%B7%8F%E5%8B%99%E9%95%B7%E5%AE%98
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B7%8F%E7%90%86%E5%BA%9C%E7%B7%8F%E5%8B%99%E9%95%B7%E5%AE%98
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本紙について、私的利用・引用等著作権法で認められた行為を除き、無断で改変・転載・複製を行うことはでき

ません。引用される場合には出所を明示し、また、転載等を行う場合にはあらかじめ当館へご連絡ください。 

「憲政記念館夏休み企画」 

 

現在開催中の企画展示「女性と議会

政治のあゆみ―人物編―」を中心に、

選挙権の獲得のあゆみや女性の社会活

躍などについての学びを深めていただ

くものを企画しています。 

企画展示の資料や館内の常設展示を

見学しながら、シートに回答を入力し

ます。学校の夏休みの研究課題にも役

立つようなものになっています。

    「こども見学デー」 

 

こども見学デーは、子どもたちを対

象に、親子の触れ合いを深め、子ども

たちが夏休みに広く社会を知る体験活

動の機会とすることを目的として、文

部科学省をはじめ各府省庁や関係機関

などが連携して実施するものです。 

 今年は、国会議事堂の参観と連携し

て議会について学べる特別なプログラ

ムを企画しています。憲政記念館で、

本会議での採決体験などを通じて国会

の仕組みや国会議員の仕事を体験し、

その後、当日限定のツアーで国会議事

堂を見学します。 

参加対象者は小学５・６年生になり

ます（保護者同伴）。イベントの詳細や

参加方法等につきましては、憲政記念

館ホームページに７月上旬に掲載予定

です。受入人数に限りがありますので

お早めにお申し込みください。 

なお、こども見学デーの詳細や各府

省庁等のプログラム概要が入った「こ

ども霞が関見学デーガイドブック」や

「霞が関マップ」につきましては、文

部科学省のホームページに６月中旬以

降に公表予定ですので併せてご覧くだ

さい。
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TEL：03-3581-1651       

衆議院憲政記念館 この夏のイベントのご案内 

イベント開催期間 

7/17（金）～8/27（木）  憲政記念館夏休み企画  

7/29（水）・30（木）      こども見学デー 

 「議会へのトビラ」へようこそ！ 

―憲政記念館と国会議事堂を満喫しよう― 

 


